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（注意事項）

1 ．試験開始の合図があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。

2 ．問題冊子の表紙に受験番号と氏名、フリガナを必ず記入してください。

数学特待生入試と一般入試を併願している場合は、両方の受験番号を記入してく

ださい。

3 ．問題冊子は合計４ページです。

4 ．出題教科は、下表のとおりです。

5 ．問題冊子はどのページも切り離してはいけません。

6 ．試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁および解答用紙の汚れ等に気

　　付いた場合は、手を挙げて試験監督に知らせてください。

7 ．この問題冊子は、試験室から持ち出してはいけません。また、試験終了後、回収し

　　ます。

出 題 教 科 ページ
数　学（100 点） 　1 ～ 4

・数学特待生入試
・一般入試［Ｃ日程］
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数学試験問題

指示がない限り，答えだけでなく，考え方，途中の式変形なども丁寧に記述すること。

答えが間違っていても，途中式や考え方があっていれば，部分点を与える。

答えだけしか記述していない場合は，減点することもある。

問題１

［１］次の３次方程式を解け。

x 3－x 2＋8x＋10＝0

［２］数列｛an ｝は初項１，公比　　 の等比数列である。

　　　（１）an を求めよ。

　　　（２）Σ（ak ）2 の値を求めよ。

［３］２個のさいころを同時に投げるとき，次の確率を求めよ。

　　　（１）２個の目がともに４以下である確率

　　　（２）出る目の最大値が４である確率

［４］次の不等式を解け。
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問題２

下の図において，ＯA＝　　 ，ＯB＝　  ，∠AＯB＝135°である。また，直線 l は点Aを通り

線分ＯBに平行な直線である。l 上の点をPとし，ＯA＝a ，ＯB＝b ，OP＝p とすると，実数 t

を用いて，p＝a＋t bと表せる。

［１］内積a ･bを求めよ。

［２］OP⊥ l となるt の値を求めよ。

［３］点Ｏと直線 l との距離を求めよ。
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問題３

２つの関数 f（x）と g（x）は，次の条件を満たす。

f（x）＝2x 2＋ 　f（t）d t， 　g（t）d t＝x 2－9x＋a

［１］a の値と g（x）を求めよ。

［２］f（x）を求めよ。

［３］関数 y＝f（x）のグラフと関数 y＝g（x）のグラフで囲まれた図形の面積を求めよ。
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問題４

k は定数とする。放物線C：y ＝x 2 と直線 l ：y ＝k x＋1について考える。放物線Cと直線 l の

交点をP，Qとし，そのx座標をそれぞれ a，bとする。また，線分PQの中点をMとする。この

とき，次の問いに答えよ。

［１］a＋bをkで表せ。

［２］中点Mの座標をkで表せ。

［３］kがすべての実数値をとって変化するとき，中点Mの軌跡を表す方程式を求めよ。
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